
第３報告

学生による社会調査の現状と課題
― 置戸町「フィールドワーク」について―

Current Trends and Issues of the Social Research Performed by Students

― On the Case of Fieldwork at Okedo-cho―

木戸 功

人文学部人間科学科の木戸でございます．人文学部人間科学科のほう

でおこなっている，現在は「フィールドワーク」という名称になってい

ますが，社会調査の実習科目のことをお話しさせていただきます．

・担当者の専門領域と関心
最初にいくつか，私自身のことをお話しし

ておくと，家族社会学が専門です．実証的，

経験的な研究をずっとやってきましたが，こ

のあとに報告をされる高田洋先生との関係で

言うと，私は社会調査法のなかでも質的調査

法が専門です．ですので，質的調査に基づく

経験的研究というのが普段自分でおこなって

いる調査研究になります．具体的には参与観

察とか，半構造化面接法ですとか，あとはエ

スノグラフィックなフィールドワーク，生活

史収集など，そういった研究が中心です．計

量分析等は基本的には出来ません．

それから，家族研究が専門です．北海道に

来て10年ほど経ちますが，それまではほとん

ど特定の地域社会を焦点化したような研究を

自分ではしたことがありませんでした．連れ

ていかれたことはあるのですが，自分で設計

して実施するということは，ほとんどしたこ

とがありませんでした．ですので，こちらに

移ってきてから，いろいろな先生に教えてい

ただきながら，ノウハウを見よう見まねで身

に付け，現在に至るというような，そういう

経歴を持っています．

今日ははじめのほうで，人間科学科がおこ

なっている「フィールドワーク」について，

ざっとふりかえりつつ，特にこの科目のカリ

キュラム上の位置づけ等々についての話をさ

せていただきます．そのうえで，大学が連携

協定を結んでいる置戸町を対象にした学生の

調査実習を2013年度から実施しております

ので，その経過と現状，そして課題などにつ

いて中心にお話をしたいと思います．

・はじめに
人文学部人間科学科における「フィールド

ワーク」という科目ですが，人文学部が開設

されたのは1977年だとお聞きしていますが，

1977年に人間科学科が出来て，最初の学生が

３年生になる1979年から，当時は何て言った

のか科目名はちょっとわかりませんが，おそ

らくは，「社会調査実習」と言ったのではない

かと思いますが，現在ある「フィールドワー

ク」に連なってくるような調査実習系の科目
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が開講されています．当時，例えば布施晶子

先生や酒井恵真先生，そういった先生方が開

設当初からおられましたので，そういった先

生方を中心にして，基本的に人間科学科の社

会学系教員が全員参加して，学生を現地調査

に連れていくような，そういう科目だったと

聞いています．

これまでどんなところに行って来たのか，

ということをざっとまとめてみると以下のよ

うになります．

1979年～1985年：「地域の産業・経済・社会

構造の変動と住民諸階層の労働・生活の基

礎構造」（湧別町，上湧別町，遠軽町）

1986年～1989年：「ME技術革新下における

農村工業の展開と住民諸階層の労働・生活

の変容」（長野県丸子町）

1990年～1992年：「地域住民の定住と移動」

（湧別町，上湧別町，遠軽町の追跡調査）

1993年～1996年：「高齢者の社会関係に関す

る実証的研究」（北村町，札幌市，神恵内村，

歌志内市）

1997年～1999年：「地球環境問題と植樹運

動」（標津町，別海町，厚岸町）

2000年～2003年：「北海道における町づく

り・地域づくりに関する調査研究― 空知

支庁管内を中心に― 」（栗山町，美唄市，

夕張市）

2004年～2005年：「札幌市における『市民自

治』構想と住民自治組織の再編」（札幌市）

2006年：「北海道の商店街の再生を考える

― 新たな集いと交流― 」（札幌市白石区，

室蘭市輪西）

2007年～2008年：室蘭市輪西の調査を継

続／商店街（2007）高齢者（2008）

2009年～2012年：「北海道のまちづくり」（夕

張市，北竜町，美唄市，美唄市）

2013年～2015年：「置戸町でのフィールド

ワーク」；『ものづくり・ひとづくり・まち

づくり：オケクラフトを通じて』（2014報

告書），『移住と地域社会：オケクラフト移

住生産者に着目して』（2015報告書）

一時は長野県の丸子町というところにも行

かれていたようですが（1986年～1989年），

基本的には北海道内で調査実習を実施してき

ました．基本的には外に出て行って合宿形式

で実施していた，と聞いています．私が着任

したのは2005年ですが，アンダーラインをひ

いたところが，私が関わった実習になります．

2005年から関わってきましたが，その年は

「札幌市における市民自治構想と住民自治組

織の再編」というテーマで，前年度から２年

間の予定で，大学から札幌市内に学生が調査

に通うという形式で実施されていました．酒

井恵真先生が中心に担当されていました．

2006年は白石区と室蘭市となっています

が，そこで商店街の再生を考えるというテー

マで，この年は内田司先生を中心に湯本誠先

生，木戸の３人で実施しました．そこでたま

たま，室蘭の「輪西」というところがなかな

か面白そうだということがわかって，翌年

2007年から２年間そこをフィールドとして

調査を実施しました．

その後は調査地の選定に際しては，それほ

ど明確な方針があったわけではなく，2009年

くらいからは教員については，２人体制でと

いうことになって，どちらかが主担当になっ

て全部設営するという，というそういう持ち

方になっていきました．そしてその後は，夕

張市，北竜町，美唄市といったところを調査

対象地としてきました．

ご退職された先生などのお話をお聞きして

も，元々はかなりハードな調査実習だったよ

うです．担当教員の側の関心に沿って調査を

実施し，学生はいはば調査員のような感じで

参加するというような，そういう，昔からあ

るような古き良き社会学の調査実習という感

じだったようです．ただ，2009年あたりから，

なかなかそうもいかなくなってきて，テーマ
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設定自体もより緩やかに「北海道のまちづく

り」といういくぶん柔らかいものにして，面

白そうなところに学生を連れて行くというよ

うな性格に変わってきたと感じています．

私自身がゼロから対象地を選定して交渉を

して，実施をしたというのは美唄市（2011年）

が初めてでした．その時は，ご当地グルメ，

いわゆるＢ級グルメに着目して，焼き鳥やと

り飯などが有名ですが，美唄市がいくつかそ

ういうものを持っていたので，そうした食を

媒介とした地域のなかでの人間関係の繫がり

みたいなもの，そういったものを学生が調査

をする，そのような設定で調査を行いました．

湯本先生もご担当でしたが，その翌年にまた

美唄市が選ばれて調査がなされました．その

次の2013年からまた私に担当が回ってくる

ということになって，それで，はてどうしよ

うかなというふうに思っていたところ，現在

の学長の鶴丸俊明先生から置戸町のことを紹

介されました．そのような経緯で今年も実施

しております．

・カリキュラム上の位置づけ
この「フィールドワーク」という科目は，

学科のカリキュラム上は専門科目のなかの

「研究法・実習科目」というものに位置づけら

れております．人間科学科では社会学系の領

域と，心理学系の領域と，それから歴史学や

民俗学，それから考古学などの文化系の領域

という，三つの領域が方法論に関するような

研究法の講義や実習を行うような科目を開講

しております．社会領域のなかの研究法実習

科目としては，「社会調査法」という講義科目

と，「フィールドワーク」という実習科目がそ

れぞれ「研究法・実習科目」として位置づけ

られています．「フィールドワーク」の方は，

実際に現地調査に行く科目ですが，あらかじ

め「社会調査法」を履修していないと，履修

することが出来ないという積み上げになって

います．

講義科目である「社会調査法」の方では，

社会調査の基本的な考え方や方法を勉強する

わけですが，これは，私が担当をしておりま

す．それをふまえて行われる実習科目である

「フィールドワーク」の方は，内田先生，湯本

先生，私のいずれかが担当をするということ

になります．「社会調査法」で学んだ方法を，

現地調査で実際に試してみるという位置づけ

になっています．今年度から社会調査士の科

目としても認められていまして，「フィールド

ワーク」の方は最後の実習科目であるＧ科目

というものに位置づけてあります．「社会調査

法」は半期２単位の科目ですが，「フィールド

ワーク」は，元々は通年でやっていた時期も

あるのですが，現在は後期４単位という形で

授業を運営しています．

さて，2013年，2014年と置戸で２回ほど，

実施しましたが，必ず最終的には報告書をま

とめるというのが，学生の課題になっていま

す．昨年までは業者に印刷をお願いしており

ましたが，今年から学内印刷となりました．

できばえがやや貧弱にはなりましたが，いず

れにせよ，報告書の作成までを授業の一環に

位置づけています．

・置戸町の人口動態など
今日は，この「フィールドワーク」で，実

際にどのようなことをやっているのかという

ことをお話しますが，その前にどんなところ

なのか，ということを簡単にお話してから，

中身の方に入っていきたいと思います．国勢

調査によると，置戸町は，1980年に6,430人

だった人口（高齢化率は10.8％）が，年を追

うごとに減少し，2010年では3,428人となっ

ております（高齢化率は38.1％）．このように

人口減少が急速に進んでいって，しかも高齢

化が急速に進展していっています．もともと，

林業で栄えた町だといわれていますが，人口

のピークは1955年頃で，高度成長期あたりか

らどんどん人口の流出が始まって現在に至り
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ます．もともと基幹産業は林業と農業でした

が，農業が現在の基幹産業だといってもよろ

しいかと思います．

・木工クラフトの地域産品化と生産者

の育成制度
こうした町ですが，1980年代から，木工ク

ラフト製品を地域産品化するということと，

その生産者を町で育成していくという，独特

の取り組みがなされてきました．細かいこと

は省きますが，町が研修生を募集して，時期

によって違いがありますが２～３年くらい，

木工の研修を受けさせて，そして生産者に

なっていく，そういう仕組みです．ものを作

る人を作る，そういう仕組みを町のなかで作

り出した，そういう地域です．現在は20人ほ

どの生産者の方がいるのですが，Ｕターンの

方を含めると，外部から移住者が15名ほどお

られまして，その意味では，その多くが外か

ら移住してきた人によって担われているとい

う現状です．私としては，とりわけ都市部か

らの移住というものを経験してきた人々のこ

れまでの生活形成やライフコース，また新し

い町での新たな関係形成の在り方に関心を

持っており，そこに家族というものはどう関

わってくるのか，そういうところに研究上の

着眼があるのですが，大変面白そうだったの

で，そこに行ってみるということになりまし

た．

・工房数の推移
1983年からオケクラフトの生産がはじま

り，当初は３つの工房で作られていましたが，

翌年から研修制度が開始され，その後に独立

して生産者となる人が登場してきます．1980

年代の中頃から，工房数二桁となり，概ね

2000年代以降は20工房前後で推移してきま

した．

ただ，研修を受け，独立したとしてもやめ

られてしまう方がけっこうおられたようで

す．町としても，外から入ってきた研修生を

町に定着させることが難しかったと言われて

いて，研修後に独立したものの10年未満で廃

業した工房がこれまでに12工房あったりも

しました．町としては放っておけば人口は

減っていくし，小さな数でも外から人を呼ぶ

一つの策として，外部からの移住生産者の育

成がおこなわれてきたわけですが，どうやっ

て生産者に定住してもらおうか，そういった

ことが大きな課題になっていたようで，この

育成のシステムも何度か改変を繰り返して，

現在に至っています．

現在，私が学生を連れておこなっている調

査実習というのは，一つにはこういった研修

の制度がどうやって作られてきたのかという

ことを，学生が現地の関係者に聞き取りをす

るというのが一つ．もう一つは，実際に外か

ら移住をしてきて町の中に入って来て，研修

を受けて，独立して，クラフトの生産者とし

て生計を立てていらっしゃる方たちに聞き取

りをおこなう，というのがもう一つです．さ

らにもう一つ捉えるのなら，町の様子を参与

観察する．そういった調査実習をここ２年ほ

どおこなってきました。

・対象地選定の経緯
この町を調査地として選んだ経緯について

ですが，さきほど申し上げたように美唄市の

時は「食にこだわった町づくり」を市が展開

しておりましたので，それを調査するという

ことをやりましたが，2012年に次の対象地を

どこにしようか考えていた時に，ちょうど大

学と町が連携協定を結んだということが一つ

あって，翌年の2013年度からの対象地を検討

するにあたり，その後，学長になられた鶴丸

俊明先生から，町のことを紹介していただき

ました．置戸町ではすでに人文学部の人間科

学科で考古学実習が発掘の実習をやっていま

して，そのようなこともあってちょっと興味

があるから連れて行って下さいとお願いし
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て，11月頃に連れて行っていただきました．

その際に，オケクラフトセンター森林工芸館

にもつれていっていただき，オケクラフトの

ような取り組みがあって，作っている人の多

くは外部からの移住者であるということがわ

かって，そこでちょっと興味を持もちました．

地域産品の開発と生産者育成を町づくりの

一環とまずは位置付けました．その上で置戸

町は札幌近郊からするとものすごく「田舎」

ですが，そういうところに外から入っていっ

てものづくりをする人たち，そういう人たち

に着目するような，そのような社会調査を計

画したということです．ご存知の方もおられ

るかと思いますが，札幌でも毎年，作り手の

人がやってきて，展示即売会（オケクラフト

札幌展）が開催されています．

・経過と現状（2013年度）
さて，授業をどんなふうに進めてきたかと

いうことに移りたいと思います．いろいろ調

べていくと，この町は社会教育活動に非常に

熱心に取り組んでこられた町で，社会調査実

習よりもむしろ社会教育主事関係実習などで

行ってもいいのではないかというような，そ

ういう町でもあります．オケクラフトという

木工生産というのも，流れとしては社会教育

活動の一環として登場してきたという経緯が

あるようでした．現地の方とお話しすると，

「生産教育」という表現がしばしば用いられた

りもします．そこで社会教育の一環としての

オケクラフトという取り組みが，町のなかで

どんなふうに展開されてきたのか，というそ

れを調べてみようという目的設定をして，

2013年度はフィールドワークを実施しまし

た．

授業の進め方は後期の科目ですから，９月

から10月中旬くらいにかけて対象地とオケ

クラフトについて，こちらからも資料を提示

しつつ，学生自身がいろいろと下調べをおこ

ない，それからe-stat等を使って国勢調査な

どのデータも見ながら，人口，世帯，産業の

動向などを調べるなど，それからいくつか参

考になるような文献や，ちょうどこの年は平

澤先生も行かれていて，報告書などをお分け

いただいたりもしましたので，そういったも

のを参照しながら，どんな町で，どんな取り

組みがおこなわれているのか，ということを

あらかじめある程度調べたうえで，実査自体

は10月29日から三泊四日で行きました．実

査に向けた準備では，調査票の作成などがあ

りますが，厳密な調査票ではなくてチェック

リストのようなものです．半構造化インタ

ビューで使用する文書になります．それらに

加えて，自炊での生活になりますから，班を

作って食事の献立などもあらかじめ考えて

と，もろもろ準備作業をして現地調査に臨み

ました．

この年の現地調査は三泊四日で，非常に交

通の便の悪いところでもあるのですが，往復

の交通手段はSGUバスです．大学から片道

４，５時間かけて移動します．現地にちょう

ど良い宿泊施設がないものですから，町の中

央公民館をお借りして，貸布団をレンタルし，

自炊をしました．公民館にはお風呂も無いで

すから，隣接する体育館のシャワーをお借り

するという形で，町にあるさまざまな施設を

お借りして，実習をおこないました．北見と

陸別をつなぐ路線バスは，一応は通っている

のですが，町内の全域に行けるわけではなく，

交通手段が乏しいため，徒歩で移動が可能な

範囲に限定してこの年は調査を実施しまし

た．オケクラフトセンター森林工芸館の館長

さんからレクチャーを受けることと，生産者

の工房をたずねてインタビューを実施すると

いうことが主なメニューでした．それから

せっかく木工の町にきたので，バターナイフ

を作るというワークショップを開いていただ

いたりもしました．最終的には最終日の午前

中に現地での報告会をおこなって，現地の

方々とやりとりをして帰ってくる．そういう
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ような調査です．現地ではオケクラフトの器

をお借りして，自分たちで作った食事をそれ

によそって食べるなどということもしまし

た．

戻ってきてからは，データの整理等をおこ

なって，それをどのようにまとめていくのか，

ということを学生同士が詰めていき，最終的

には報告書の原稿を提出して終わるとそうい

う科目です．

・経過と現状（2014年度）
昨年は「移住」をテーマにして，移住生産

者といえるような人たちを対象にしたインタ

ビュー調査をメインに現地調査を実施しまし

た．大体，９月からの授業の進め方自体はそ

の前の年度と概ね同じです．現地調査も概ね

同じなのですが，置戸町の中心部から10キロ

くらい離れた奥にある集落のほうにも，路線

バスを利用して調査に行くということを，こ

の年度は実施しました．主に実際の工房に

伺って，東京や関西という都市部から移住し

てこられた方々を対象として，学生がインタ

ビューしてまわるという，そういう調査をし

ました．昨年，一昨年はいずれも履修学生が

12名ずついたのですが，基本的には12名全

員で一緒に動くという形で，お邪魔をさせて

いただく，そういう進め方をしておりました．

・経過と現状（2015年度）
さて，３年間くらいやらせてくださいとお

願いして，今年が３年目になるのですが，い

ろいろと浮き沈みがあって，町の研修制度も

休止したり，再開したりしてきたのですが，

しばらくの間休止されていたものが今年は再

開されました．そこで新しい研修制度はどう

いうものなのかということを明らかにすると

いうことと，さっそく研修生が今年から３人

ほど来られているので，その方々にお話をお

聞きしたうえで町の魅力というものを探る，

そういう目的を履修学生が主体となっていろ

いろと検討しているところですが，こうした

目的設定で調査を実施する予定です．

それから今年は，開町100年の節目の年を

現地では迎えるということで，われわれは

ちょうど来週行くのですが，そのタイミング

で100周年のイベントが開催されます．人口

3,000人くらいの町ですが，どうやら800人

くらいの人々が集まるイベントとなるよう

で，そのような「100周年イベント」がおこな

われる町がどんな様子なのか，それを参与観

察するというのが今年のもう一つの調査課題

になっています．

そして，戻ってきてからはデータの整理を

して，報告書をまとめていくことになるかと

思います．今年は，内田先生と私でこの科目

を担当しているのですが，フィールドを二つ

に分けたこともあって，それぞれの受け持ち

の学生の数が少なくなりました．そこで私の

方の実習は，わたしが担当する専門ゼミの合

宿とジョイントする形で学生を連れていく，

そういう形で現在準備を進めています．

100周年イベントの会場となるため，これ

まで宿泊させていただいてきた公民館は借り

ることが出来なかったので，今年はこれまで

とは違って北見に宿をとって，そこから１時

間くらいかかるのですが，毎日路線バスで往

復することになります．現地での調査は実質

的には２日間の日程になる，そんな予定でい

ます．

・設営と担当者による調査研究の同時

進行
このような実習をしていますが，実際にこ

れを進行させていくためにはかなりの根回し

というか，下準備が必要です．2013年はその

年の夏から依頼をして，何度か打ち合わせに

も赴いて，秋に現地調査を実施したのですが，

なかなか「フィールドワーク」の学生の実習

だけをお願いするというのは難しいものが

あって，私自身が関心を持ったフィールドで
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もありましたから，まず私自身が調査をさせ

てください，というお願いをしました．実際

に全部で20人ほどの生産者の方がおられる

のですが，オケクラフトセンターが窓口に

なってくださって，生産者の方々を紹介して

いただきました．そうして，私が自分の研究

のための調査の依頼もかねて「フィールド

ワーク」の打ち合わせに行きつつ，途中から

は調査を行うということも同時に進行させな

がら，この年は実習を実施してきました．で

すから，2013年度は７回現地を訪問しまし

た．この年は，オケクラフト30周年の記念行

事も開催され，ちょうど学生を実習で連れて

行って帰った後に開催されましたが，わたし

自身の調査の一環として，それにもうかがっ

たりしました．

翌年も実習をやったわけですが，同時進行

で私自身のインタビュー調査も進めていきま

した．依頼して調査をするというサイクルで

なんども現地を訪れ，そこにぽんと，11月く

らいに学生を連れていく実習が入るという，

そういう形で2014年度は８回訪問しました．

本年度はまだ２回しか行っていませんが，同

じようなサイクルで進めてきました．

そういったなかで現在20工房あるうち，14

工房の生産者に調査を実施することが出来

て，行くたびにいろいろやり取りする方はた

くさんいるのですが，現在も残る工房につい

て私個人の方の調査が進行中です．夏場の調

査では，自転車を持ち込んで，工房を回った

りするのが楽しみのひとつとなりつつありま

すが，なかなかにハードな調査です．ただ，

ちょっとこれくらいやらないと，なかなか新

規のフィールド開拓というのは難しかったの

かもしれません，とそういうような話でもあ

ります．

・課題：調査と交流のバランス
そろそろまとめますが，いくつか難しいな

と思うことを課題として揚げていきます．ま

ずは，「調査と交流のバランス」です．学生の

調査という側面と，地域との交流というもの

のバランスがなかなか難しいと感じていま

す．出来るだけ地域の人々と交流する機会を

多く持たせたいのですが，体験学習で終わる

わけにもいきません．報告書をまとめるよう

な調査実習でもありますし，本年度からは社

会調査士のカリキュラムとしても運用してい

ます．ですので，その配分がなかなかやって

みましたが難しい．今でも良い落としどころ

がわからない中で，手探りで進めているとこ

ろがあります．

次に「研究と教育のバランス」です．実習

としてのプログラムを実施するにあたって

は，やはりそれなりに教員の側で，対象地の

ことを把握しておくことが当然必要となりま

すけれども，今回の場合は，私が自分の研究

課題にしてしまうことで，何とか対応をする

ことが出来たのではないかと思います．

さらに，「学生の経済的負担」も課題です．

学生の経済的な負担を出来るだけ抑えてあげ

たいと思うのですが，「フィールドワーク」と

いう科目では一律に18,000円の実習費が徴

収されています．もう少し何か大学からの経

済的なサポートがあればいいなと思いなが

ら，ずっと進めているところであります．

それから，「現地へのフィードバック」につ

いてです．報告書を作って持っていくという

ところまではやっているのですが，もう少し

教育の成果だけではなくて，研究の成果を還

元するということが必要であると痛感してい

ます．私自身が論文等にしてくことが求めら

れますが，これはできるだけ早くなんとか形

にしたいと考えています．とても遠いところ

にあって行き難いところで，なかなか足しげ

く通うことが難しいところではあるわけです

が，もう少したくさんの学生が一緒に現地に

行って，現地の人々と関わる機会みたいなも

のを作り出せれば，対象地域に対しても還元

出来るものがもう少し増えるのかな，と思い
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ながら，試行錯誤しながら３年目に入る，そ

んなような実習を続けております．

さいごに，昨年度の報告書なのですが，き

れいに作ったのですが学内印刷だとどうして

も見栄えが良くない．事務方に「なんとかな

らないのですか」と聞いたら，「なりません」

と言われましたが，その辺も課題と言えば，

課題かなというふうに思っております（笑）．

以上です．

大國：ありがとうございました．簡単な質問

等がございましたら，よろしくお願い

します．

佐藤：簡単な質問ですが，11月というのは寒

くないのですか？

木戸：はい．とても寒いです．それほど雪深

いところではないですが，陸別の隣な

ので相当寒いです．

桜井：バスの運転は誰がするのですか．

木戸：バスは，SGUバスですので，運転手付

きです．

森田：自身の研究テーマが家族社会学という

ことで，その研究テーマ意識としても

携わったということですよね．具体的

に置戸町の調査で家族社会学からし

て，どのような問題意識，課題意識が

あったのかなということと，それが学

生を調査報告書とか指導するときに，

なにかしら反映されているのかという

ことを伺いたいのですが．

木戸：例えばですが，いろいろな方が移住さ

れてこられていますが，現地に移住し

てきて，結婚して子どもを持ってとい

うケースは１ケースしかありません．

それも実際に子どもを持たれるまで

に，10年くらい時間がかかっているの

です．つまり，生活していくのが結構，

厳しいのです．夫婦のみで来られてい

る方が結構いて，そういう方々は奥さ

んも現地でパートの仕事か何かがあっ

て，まあ，自分達だけでやっていくに

は十分だと言うのですが．だから，町

の側の受け入れ方として，入っていた

人が普通の生活が出来るような体制が

整えられているのか，と考えると，結

構厳しいところがあるのだろうな，と

いうところがあって，完全にシングル

の方もいらっしゃったりもするのです

ね．いろいろな方がいるので，どうい

う家族的背景を持った方が，どういう

経緯で入ってきたのか，というあたり

を学生にはインタビューで聞くように

指導もしていくわけですが，そんなに

そこに注目した考察を学生はしてくれ

ませんけれど，一応，そういうような

狙いもあって，そういった方々を対象

としたインタビューと，そういった

方々を受け入れている側の仕組みの在

り方を調査させているということで

す．

大國：よろしいでしょうか．木戸先生，あり

がとうございました．
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